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２０１６年 

１月発行  

発行 内閣府 野口英世アフリカ賞担当室 

第２回野口英世アフリカ賞受賞者 アレックス・G・コウティーノ博士来日 

２０１５年４月１５日午前、世界健康サミット京都会議に出席のため来日した第２回野口英世アフリカ賞受賞者の

アレックス・G・コウティーノ博士が、松山健士内閣府事務次官を表敬訪問しました。 

コウティーノ博士は、国際エイズワクチン推進構想（IAVI）理事長としてエイズワクチンの研究開発に積極的に関

与するなどエイズの予防、対策に携わるとともに、昨年来の西アフリカ地域のエボラ対策ではナイジェリアにおい

てエボラ対策従事者の育成に携わっている旨述べました。これに対し、松山次官より、野口英世アフリカ賞受賞後

も、エイズワクチン開発を始め、エボラ対策、妊産婦の健康等多面的に活躍されていることに敬意を表する旨発言

しました。 

 

■ 第２回野口英世アフリカ賞受賞者アレックス・G・コウティーノ

博士来日 

■ 第９回母子手帳国際会議開催 
 

野口英世アフリカ賞 

ニュースレター 

        
   

 

 

        
   

 
       

 
   

 

右からマクグリン国際エイズワクチン推進構想代表、松山内閣府事務次官、コウティーノ博士、国際エイ
ズワクチン推進構想プログラム調整員  渡辺さん  
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第９回母子手帳国際会議が開催されました 

        
   

 

「野口英世の生涯について」紙芝居を行う  

近藤 JICA 人間開発部主任調査役（写真右）、小松国際母子手帳委員会事務局職員（写真左）  

 講演中の原田内閣府野口英世アフリカ賞担当室長  

        
   

 

 ２０１５年９月１５日～１７日、カメルーンにおいて開催された第９回母子手帳国際会議の一

セッションとして、９月１５日午後６時から約１時間程度、「野口英世アフリカ賞」シンポジウ

ムが開催されました。同シンポジウムには、約２０カ国の海外からの参加者およびカメルーン

保健省関係者など約２００名以上の参加がありました。 

その後、近藤国際協力機構(JICA)人間開発部主任調査役及び小松国際母子手帳委員会事務局職

員の協力を得て、野口博士の生涯を説明した紙芝居を実施しました。 

 

冒頭、原田内閣府野口英世アフリカ賞担当室長から、スライドを活用して、同賞の創設の経

緯や目的、これまでの受賞者の紹介及び野口博士についての説明を行いました。 

 

１  
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ウェレ博士の講演  

（ア）同賞は健康、医療の向上を通

じてアフリカの抱える課題に

取り組み、そして解決に向けた

行動の必要性を指摘している

こと。 

 

（イ）同賞の目的に謳われているよ

うに、状況の改善がアフリカの

みならず全人類にとっても重

要なことを訴えていること。 

 

（ウ）同賞は、医学研究分野と医療

活動分野をともに授賞対象分 
 野としており、この２つの分野が手を携えて行動することによって、はじめて医療事情の

改善が達成できるとの重要な点を強調していること、です。 

 

 

野口博士の母は、45歳にして地域助産師として国家資格を得て、生涯に 2000例以上の出

産を介助した人と言われています。彼女が、野口博士に宛てた手紙は、子に対する愛情に満

ちており、母に会うために 15年ぶり帰国を決心させたと言われています。母子手帳の優れた

ところは、母と子の愛情に満ちた記録であり、人々と母子保健サービスを信頼の絆を紡い

で、安心して出産、子育てができる環境を創造できることです。この精神は、野口博士と母

の手紙に込められた人類愛に満ちたコミュニケーションと同じものです。 

（２）また、同賞を一層定着させ、認知度を高めるとの観点から、日本政府が各国 JICAを通じて、

例えば「野口英世プロジェクト」と銘打って、（ア）大学等の基礎医療研究の人材育成を図る

ことや（イ）草の根レベルの地域医療サービス向上のためのプロジェクトを実施することを提

言したい。 

 

（１）アフリカにとって如何に野口英世アフリカ賞が重要であるかについては、大きく次の３点

が挙げられます。 

 

最後に、杉下 JICA 国際協力専門員より「野口博士の精神：母子手帳と地球の将来」と題して 

スピーチを行いました。 

 

続いて、第１回同賞医療活動部門受賞者のミリアム・ウェレ博士が「野口英世アフリカ賞が 

アフリカにとって如何に重要か」とのテーマで、基調講演を行いました。 

 

２  

３  
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本賞の賞金のために、本賞の趣旨にご賛同いただける方々から広く寄付を募っています。 

皆さまからいただいた善意が、アフリカにおける医学・医療の向上のため活躍されている方々の 

活動を支えるために使われます。（寄付は控除の対象になります。） 

 

野口英世アフリカ賞基金への寄附実績（２０１５年１１月時点の累計） 

５２１，２９９，９７２円 [個人１，９７０件，法人３３０件（計２，３００件）] 
 

 

■■ 寄付方法のご案内 ■■ 
ご寄付は以下のウェブサイトからオンラインでお申込み頂け、クレジット・カード、 

コンビニ店舗端末、払込票（郵便局・銀行・コンビニ）、ペイジーでのお支払いが可能です。 

ご不明の点はフリーダイヤルまでお問合せください。 

 
ＪＩＣＡ（独立行政法人 国際協力機構）国内事業部 市民参加推進課 寄付金担当 

☎フリーダイヤル：０８００‐１００‐５９３１   

ＦＡＸ番号：０３‐５２２６‐６３７７ 

野口英世アフリカ賞基金ホームページ：http://www.jica.go.jp/partner/private/kifu/03.html 

杉下 JICA国際協力専門員によるスピーチ 

 
 

 

発行 内閣府 野口英世アフリカ賞担当室 

〒100-8914 東京都千代田区永田町 1-6-1  電話番号 03-5253-2111（大代表）  

ホームページ：http://www.cao.go.jp/noguchisho/index.html 

昨今のエボラ災禍によって明らかになったことは、アフリカの多くの国々で、人々の保健サ

ービスに対する信頼が損なわれているという厳しい現実でした。今こそ、野口英世博士の母

の手紙の精神を思い起こし、母子手帳の普及による保健システムの信頼の絆を取り戻すこと

で、豊かな未来を創造していくことが求められていると思われます。 

 
 

野口英世アフリカ賞基金のための御寄付のお願い 


